
 
2023 年度 No.5 2023 年 4 月 14 日 公益財団法人日本スポーツ協会 広報情報システム課発 

 

「スポーツにおける暴力行為等相談窓口」 

2022 年度の相談件数が過去最多に 
 

スポーツを「する」「みる」「ささえる」ための環境づくりを行う JSPO（正式名称：公益財団法人日本

スポーツ協会 東京都新宿区／会長 伊藤雅俊）は、2022（令和 4）年度の暴力・暴言・ハラスメント

等の不適切行為に関する相談として、過去最多の 373 件を受け付けました。 

◆相談件数 ≫ https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1355.html#jigo 

 

 

 

 
▲JSPO「相談窓口」に寄せられる相談件数の推移 

 

JSPO は、2013 年 3 月から「スポーツにおける暴力行為等相談窓口」（以下「相談窓口」という。）

を開設し、スポーツにおける暴力・暴言・ハラスメント等の不適切行為に対応してきました。 

相談件数は、相談窓口開設以降、増加の一途を辿っており、一時、新型コロナウイルス感染症

の影響により減少したものの、その後、スポーツ活動等が再開したこともあり、再び増加しています。 

JSPOでは、2022年 7月から、被害者本人である子どもも相談しやすい相談窓口体制を整えるな

ど取り組みを強化しており、今後も引き続き、スポーツにおける暴力・暴言・ハラスメント等の不適切

行為根絶に向け取り組んでまいります。 

◆JSPO 暴力行為等相談窓口 ≫ https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1349.html 
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【ポイント】 

●相談内容は、暴力から暴言へシフト 

●被害者は、小学生が 4割 

https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1355.html#jigo


 

▲JSPO「相談窓口」に寄せられる相談内容内訳割合の推移 

 

相談内容内訳の割合について、年々暴力に関する相談の割合は減少する一方、暴言やパワハラに関

する相談が増加傾向にあります。特に、2022 年度は、暴言の相談の割合が最も高く、実際に寄せられ

た相談の中には、「バカ、アホ、ボケ」など侮辱するような発言から、「お前なんかいらない」、「頭が悪い」

など、人格を否定するような発言による相談がありました。 

 

         被害者                             相談者（通報者） 

 

▲JSPO「相談窓口」に寄せられる相談者および相談者（通報者）の内訳 

 

被害者の 6割以上が未成年であり、そのうち４割は小学生が被害者となっています。指導者やコーチ

から不適切行為を行われても声をあげづらい立場にいる子どもたちが被害者になるケースが多いこと

が分かります。また、相談者（通報者）についても、被害者の多くが未成年であることから、被害者の保

護者から相談を受けるケースが多いことが分かります。 

20

27

16

25

32

30

35

26

26

20

25

17

25

32

30

26

28

34

31

38

27

21

24

19

16

13

13

3

6

6

3

2

3

2

5

3

26

4

31

25

9

16

19

21

18

3

2

2

6

5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

パワーハラスメント（暴力・暴言除く） 暴言 暴力 セクシャルハラスメント その他 不明

（％）

保護者

62%
本人

17%

所属先関

係者

8%

その他・

不明

13%

小学生, 

41%

中学生,

12%

高校生年代,

12%

大学生, 

3%

その他, 

32%



一方、相談者（通報者）のうち、約２割は被害者本人から相談を受けている状況を踏まえ、2022年 7

月から子どもにも相談しやすい相談窓口の web サイトをオープンしており、2022 年度は 19 件相談

がありました。 

◆子ども向けの相談窓口webサイトはこちら≫ 

   https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1363.html 

 

             相談方法                      相談窓口を知ったきっかけ 

 

           相談者（通報者）                     保護者への相談の有無 

             

相談内容                            被害者（相談者本人又は本人以外か） 

▲子ども向けの相談窓口webサイトを通じた相談状況概要 
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子どもからの相談の多くは、電話よりもWebによる相談が大半で、JSPO相談窓口を知ったきっか

けもWeb検索やネットニュースと回答した割合が高くなっています。 

相談者の年代は小学校高学年～高校生年代まで幅広く相談が寄せられており、また、相談者の 6 割

は保護者に相談してから JSPO 相談窓口に相談していますが、一部の子どもたちは保護者に相談でき

ずに、JSPO相談窓口に相談してくることもあります。 

相談内容としては、暴言が最も多く、次いで暴力、パワー・ハラスメント、セクシュアル・ハラスメントの

順となっています。被害者も相談者本人の場合もあれば、チームメイトや兄弟姉妹が被害にあっている

など本人以外が被害者となっている相談も寄せられています。 

 

  
◆JSPO（公益財団法人日本スポーツ協会）について 

JSPO は、1911 年 7 月に「国民スポーツの振興」と「国際競技力の向上」を目的に、大日本体育協 

会として創立。日本体育協会を経て、2018年 4 月 1日、現在の名称となりました。 

 JSPO では、国民体育大会や日本スポーツマスターズなど各世代を網羅したスポーツ大会の開催、 

スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブなどスポーツをする場の創出、スポーツの楽しみをサポ 

ートするスポーツ指導者の育成、最新の医･科学に根差したスポーツの推進など、誰もが自発的にス 

ポーツを「する」「みる」「ささえる」ための幅広い事業を展開しています。また、わが国スポーツの統一 

組織として、国や 60 を超える競技団体、47 都道府県スポーツ･体育協会など、様々なスポーツ関連 

団体・組織や個人と連携しています。 

▶ ホームページ https://www.japan-sports.or.jp/ 

▶ 事業概要パンフレット https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid57.html#09 （通読約 15 分） 
 

https://www.japan-sports.or.jp/
https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid57.html#09

